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研究課題の概要

本研究は、近年の気候変動などにより、唯一の栽培可能作物であるキヌアの持続的生産が危惧さ

れているボリビアの南部アルティプラノ高原において、持続可能な農業生態系の保全・管理技術をベー

スにしたレジリエンス（強靱性）強化キヌアの生産技術を開発し、普及させることを目的とする。具体

的には、①キヌアおよび近縁野生種の遺伝資源の整備とゲノム育種基盤の構築、②早生などのレジリ

エンス強化につながる育種素材の開発、③休閑地管理や耕畜連携、有用生物資源探索などによ

る、在来生物資源を活用した持続的栽培体系の構築、④キヌア情報普及ネットワークの構築、の４

課題を実施する。得られた成果は提言としてまとめ、政府・ＮＧＯ主導の普及活動を促進する。これ

らの取組を通じ、将来的には、気候変動の影響を受けやすい世界中の乾燥地域を中心に栄養価の

高いキヌアのレジリエントな農業生産体系を普及させ、飢餓や栄養改善に貢献することを目指す。

生物資源分野

研究領域

「生物資源の持続可能な生産と利用に資する研究」

5年間

高栄養価作物キヌアのレジリエンス強化生産技術の開発と普及
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